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樹皮の土壌改良材としての利用（第１報）

野積樹皮の成分経時変化と植物生育に及ぼす影響

田近克司*，高野了一＊

水本克夫*，茅原正毅＊

UtiIizationofBarkforSoiIConditionerl・

Quantitativechangeofcomponentsinbarkpiledonopenyard
andeffectofappIicationofthebarkonplantｇｒｏｗｔｈ

TAJIKA,Katsushi率，TAKANO,Ryoichi＊

MIzuMoTo,Katsuo＊andKAYAHARA,Masaki事

InordertoutilizeSiberiansoftwoｏｄｂａｒｋｓｐｉｌｅｄｏｎｏｐｅｎｙａｒｄａｓａｃｈｅａｐersourceofsoil

conditioner,studieswereconductedon(a)thequantitativechangeofcomponentsinbarkpiled

onopenyardfor4years,(b)effectofwaterextractsofthebarkｓｏｎｐｌａｎｔｇｒｏｗｔｈ,ａｎｄ(c）

relationshipbetweenperiodsofpilingandplantgrowth，Ｔｈｅｒｅsultsweresummarizedas
follows：

1）Weightlosswasabout30％oftheoriginalweightofbarks,andtheC/Nratiochangedfrom

l77to83after4yearsofpiling・Ｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｅｘｔｒａｃｔｓｉｎｔｈｅｂａｒｋｓｐiledonopenyard

decreasedremarkablyaspilingperiodwaslengthened，Ｔｈｅamountofextractswithcoldand

hotwater,hexane,acetoneandmethanoldecreasedmarkedlyafterlyearofpiling、However，

quantitativechaneofthemaincomponentssuchashemicellulose，celluloseandligninwere

relativeｌｙｓｍａｌ1.

2）Resultsofbioassyemployedonseedlingsofvegetables，cherrypollenandduckweed

shouwedthatcoldandhotwaterextractsfromkaramatsu（Lα砥妙.）andezomatsu（PYbezz

ﾉgzog，zsfsQz〃.)barksinhibiatedthegrowthofthoseplants・

Thephytotoxicsubstancesinwaterextractswereconsideredtobemainlyphenolic

compounds、

3）Thepotexperimentongrowthofvegetableson48thdayafterseedingshowedthattotal

yieldsofradishfrompotswithapplicationofbarkpiledforoverlyearwereequaltoorhigher

thatofthecotrol・Theyieldsofradishandspinachfrompotswithapplicationoflessthan

20(Ｖ/Ｖ)％barkpiledfor4yearswereapproximatelyL3timeshigherthanthoseofthecontrols

on78thdayafterseedin9．Theseresultsindicatedthatapplicationofpiledbarkimoroved

plantgrowthaspilingperiodwaslengthened．

1991年７月５日受理

本報告の一部は第４１回日本木材学会大会（松江）で発表した。
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野積樹皮を安価な土壌改良材として利用することを目的に，ソ連材樹皮を高さ50cmに野積し，４

年間にわたる樹皮成分の経時変化，植物生育に及ぼす樹皮水抽出物の影響および野械期間と植物生

育性との関係について検討した。その結果は次のとおりである。

1）４年間の野械で，樹皮乾物重通は約30％減少し，またC/Ｎ比は177から83に低下した。成分中，

抽出物が股も大きく変化し，冷水および熱水抽出物ならびにヘキサン，アセトン，メタノールの

各抽出物は，いずれも野積１年で急激に減少した。主要３成分のヘミセルトース，セルロースお

よびリグニンの変化は比較的小さかった。

2）ソ連産カラマツおよびエゾマツ樹皮の冷水および熱水抽出物が植物の生育を阻害することが，

野菜種子およびウキクサ，サクラ花粉による幼植物検定で確認された。また，抽出物中の生育阻

害物質は主にフェノール成分と推定された。

3）野種樹皮施用による野菜の素焼鉢栽培試験では，１年以上野横した樹皮施用区におけるダイコ

ンの生育性は，樹皮無施用区のそれと同等あるいはそれ以上であった(播秘後48日)。また，野積

４年区で，施用戯20％以下の場合，ダイコン，ホウレンソウとも樹皮無施用区に比べ，苗の全体

重が約30％大きくなり，長期野積の効果が現われた（播種後78日)。

１．はじめに

本県はわが国最大のソ連材の輸入・加工基地であ

り，その荷揚げ，流通，加工の過程で,年間約５～６

万トン（乾物重晶）の樹皮が発生する。これらは，

現状ではその一部がパーク堆肥原料等に利用されて

いるにすぎず，さらに大iitの需要を期待できる利用

方法の開発が重要な課題になっている。

一方,農業分野においては化学肥料の普及に伴い，

有機物の施用量が次第に減少した結果，各種の連作

障害や土壌悪化が進み，農耕地の地力維持のため，

有機物施用の重要性が見直され，各地で有機物施用

を中心とした「土つくり運動」が展開されている。

樹皮はリグニンやセルロースに富むため，これを

土壌施用した場合，腐植の集横量が多く土壌改良効

果も高いと考えられるが，新鮮な樹皮は，植物生育

阻害成分を含むため，そのままでは施用できず，通

常は樹皮に窒素源を添加し，発酵させることで阻害

が生じないようにしたパーク堆肥が使われている。

しかし，パーク堆肥は水田等の土壌改良のために

よく用いられるケイカルや鶏糞に比べて，価格が２

～３倍高いことが，広く農業用途に利用されない一

因になっている。

そこで，本研究では樹皮を野種し，自然腐朽させ

ることによって，安価な土壌改良材を得ることを目

的に，①野横樹皮の成分経時変化，②植物生育に及

ぼす樹皮水抽出物の影響，③野積期間と植物生育性

の関係を検討した。

これまで野積樹皮の成分変化については，ベイツ

ガ'~3)および国産広葉樹4)に関する報告があるが，同

一の樹皮を長期にわたり経時的に追跡調査したもの

はなく，また野械樹皮の施用による植物生育性への

影響も明らかにされていない。

なお,本研究は県内６研究機関による共同研究(樹

皮の農林畜産用資材としての新用途開発）の一環と

して行ったものであり，農試，野菜・花き試，畜試

では，図－１に示すように，野積樹皮を用いて，水

稲,野菜,チューリップ,牧草の栽培試験を行った5)。

２．実験方法

２．１供試樹皮および野稲方法

県内樹皮粉砕工場のパークシュレッダーで粉砕さ

れた比較的新鮮なソ連材樹皮（エゾマツ，カラマツ

混合）を試料に用い，これを木材試験場構内の敷地

に，１０×10ｍの枠内に高さ50cmに堆積した。

また，分析用には同樹皮約１ｋｇをポリエステル製

網袋（33×50cm）に収納し，堆横高さの中間部12箇

所に埋設し，これを半年ごとに回収した。

野横は1986年12月中旬から４年間行った。

２．２分析方法

回収試料は重量測定の後，風乾してからウイレー

ミルで32メッシュ以下に粉砕し，以下の分析に供し

た。

１）ｐＨ，ＥＣ

液比１：１０で１時間振とう後，ｐＨメーター(東洋
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(施用試敏) (施用試験)

野菜・花きぷ

2.3 樹皮水抽出物の幼植物検定法

ソ連産カラマツおよびエゾマツ樹皮粉

砕物を液比 1: 10で冷水(室温， 24hr浸

i貰)および熱水(100.C， 2 hr浸漬)抽出

し， No.2櫨紙で櫨過後，櫨液を濃縮，凍

結乾燥し，粉末状の試料を得た。

これを所定浪度の水溶液に調製し，野

菜種子による幼植物検定を行った。すな

わち試料濃度0.01，0.1および 1(W/W) 

%に調製した水溶液を，シャーレ(直径

9 cm) 内の櫨紙へ 5mtずつ添加し，二十

日ダイコン(赤丸二十日大娘，第一園芸)

およびハクサイ(栃木交配耐病50日白菜，

東北極苗)の種子を20粒ずつ播種し 4

日間恒温槽 (25.C，l!Jn4hr，暗10hr)で

培養し，発芽率，幼根の伸長率等を測定

した。

2.4 野積樹皮による野菜栽培試験

2. 1に示した堆積樹皮の中間層から，試

料を 1年間隔で採取し，冷凍保存した。

これを使用時に解凍し，山土(石川県金

沢市森本産，酸性褐色森林土)に対し，

国一1 r樹皮の脱林苗産用資材としての新用途開発」

10， 20， 40 (V /V)%混合したものを 7号

素焼鉢(容量 3~)に充填し，ダイコン

(アサヒ交配春宮重，アサヒ炭産)および

ホウレンソウ (NSP-901法述草，ナント
の研究フロー

製作所PD・5D)およびECメーター(東亜電波工業・CM-

2A)で測定した。

2) 全炭素，全窒素

全炭素はチューリン法61，全窒素はケルダール法71

で測定した。

3) 全フェノール最

冷水および熱水抽出液を試料に用い， Folin-Denis 

法的で測定した。値はカテキン換算で表示した。

4) 灰分，抽出物および主要有機成分

灰分，冷水抽出物および熱水抽出物は]IS法に地

じた。有機溶媒抽出物はヘキサン，エーテル，アセ

トン，メタノールの順に逐次抽出し，定量した。ま

たへミセルロース，セルロースおよびリグニンは，

waksmanの近似分析法91を井ノ子が改良した方法川

に単じて定量した。

種苗)をそれぞれ6粒/鉢ずつ播種した。施肥量は

山土1O~に対し，消石灰20g， N 2.5g， P205 16.5g， 

K20 4.2gで，試験区は 3連とした。ガラス室内で1990

年11月下旬より試験を開始し， 10日後に発芽率， 48 

および78日後に苗の重量，葉長，根長等を測定した。

なお栽培期間中，上記と同じ配合条件の樹皮・土

壌混合物を磁製ポット(容量6~)に充填し、ダイ

コンを播種した後，定期的にかん水し，浸出液の全

フェノール量， pHを測定した。

3.結果および考察

3.1 樹皮成分の経時変化

最初に，野積樹皮の重量および灰分の変化を図-

2に示す。重量(乾物)は堆積期間とともに，緩や

かに減少し 4年間で約30%の減少率を示した。ま

た灰分は 3年間ほとんど変化しなかったが，それ以
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降は後述するように主にセルロース，ヘミセルロー

ス等の相対的減少によって，増加傾向を示した。

次に,有機質堆肥の品質指標として用いられるｐＨ，

ＥＣ(電気伝導度)およびC／Ｎ比(全炭素と全窒素の

比)の変化を図－３に示す。ｐＨは約4.5から１年後

に5.5に上昇し，それ以降の変化は少なかった｡ｐＨの

上昇は，樹皮中の有機酸，フェノール成分などの酸

性物質が降雨により溶脱あるいは微生物分解された

ためと考えられる。水溶性塩類の多少を示す指標と

なるＥＣは，１年間で0.3mmho/cInから0.1nImho/c､に減

少し，その後，大きな変化を示さなかった。減少の

原因は，降雨による水溶性塩類の溶脱と思われる。

有機物の分解程度を判定する指標となるＣ／Ｎ比は堆

械期間とともに減少し,堆械時の177が４年後に83と

なり，ほぼ半減した。これは主に全窒素の相対的増

加によるものであり、全窒素は3.5年経過時で0.6％

と堆積時の２倍に増加した。

冷水，熱水抽出物および有機溶媒による逐次抽出

物の変化を図－４に示す。冷水および熱水抽出物は

ともに，野種後１年間で急激に減少し，以後漸減傾

向を示した。また逐次抽出物では，ヘキサン，アセ

トンおよびメタノール抽出物の減少割合が大きく、

エーテル抽出物も若干減少傾向を示した。

一般に新鮮な木質物は，植物の生育を阻害する物

質を含み，それは精油成分やタンニンなどのフェノ

ール成分等であることが指摘されている''-15)。本実

験では，冷水および熱水抽出物中の全フェノール謎

を測定した結果，図－５に示すように．いずれも堆

横１年で顕著に減少しており，野積によって植物の

生育阻害性が低減できるものと思われる。

また,青山ら'‘)は日本産のカラマツ,エゾマツなど

の針葉樹樹皮に含まれるヘキサン，エーテル，アセ

トン，メタノールの各逐次抽出物がいずれも植物の

生育阻害性を示し，特にアセトン，メタノール抽出

物はその程度が大きいと報告している。本実験の結

果ではこれらの抽出物の減少割合が大きく，これか

らも野柚することは，樹皮中の植物生育阻害物質の

低減に有効であることが示唆された。

主要３成分のヘミセルロース，セルロースおよび

リグニンの変化を図－６に示す。これよりへミセル

ロースの変化は小さく，またセルロースは漸減，リ

グニンは漸増した。このように主要３成分の見かけ

８

Ｉ ＩｌｌＩ

図－３野横樹皮のＰＨ,ＥＣ,全炭素,全窒素

およびC/Ｎ比の経時変化

雄）全炭素,全窒索は樹皮全乾物亜量あたりの比半

p一ヌ3０

６

０
０
２
１

（
寂
）
》
寿
急
篭
這
弔
筈

△戸△戸舎芹fｓ ＄
）
余
窒

ｄ
ｑ
ワ
』

０ ０

堆械期lⅢ(年）

図－２野俄樹皮の重雌(乾物)および灰分の経時変化

縦）灰分は樹皮余乾0Ｋ敗あたりの比率

0.4６

（
ま
）
諜
鮮
等

５
３
０
０

○戸-CF-O--OL-○-○皇○一○
（
Ｅ
ｇ
－
ご
二
戸
】
Ｅ
）
。
“

布
⑪
リ
』
０
１

０
０
ハ
リ

４

｡

２

揃林技研報５，９１

０ １２３４

堆械期間（年）

０

６０ ０．７

八一△

Ｑ－Ｃ

○一○-○-○-○一○一○ﾗ､一色

ｌｌｌｌｌ

０

０
０

４

２

（
ま
）
諜
窒
斜

０９

当
‐
『
ｚ
へ
。

０

１８０

０．１

０
１ １１1１

Ｑ一計○



６

2４

２

１

０

（
ま
）
葵
今
へ
Ｉ
へ
Ｈ
ト
朝

０

○冷水抽出物

●熱水抽出物

、４

２

（
寂
）
淳
一
｝
一
軍
署

２

１

寂
）
淳
君
一
軍
煮
割
（

○一○一℃岸Ｏ－Ｏ－Ｃ遇００
４ ０１２３４

堆械期間（年）

図－５野械樹皮水抽出物中の全フェノール通

の経時変化

注）余フェノール吐は樹皮全乾物皿吐あたりの比率

の生長に及ぼす影響を検討した結果を表－２に示す。

なお，幼植物検定には，一般に二十日ダイコン，ハ

クサイ，キュウリ，トマトなどの種子が用いられる

が,植物の種類によって阻害の影響度が異なる'５)ため，

ここでは二十日ダイコン，ハクサイの２種を選び試

験を行った。

まず，発芽に対する影響は，二十日ダイコンの場

合,冷水抽出物では渡度0.1％以上，熱水抽出物では

濃度１％で阻害が認められた｡またハクサイの場合，

両抽出物とも濃度１％で阻害が認められた。

一方，幼根に対する影響は，二十日ダイコンの場

○
・
□
△
○

３

ｌ ｌｌＩｌ

5０

1０の変化は小さいが，これを重iit減少率で補正した絶

対愚の変化でみた場合，４年間でヘミセルロースは

約36％，セルロースは約49％，リグニンは約18％減

少しており，多糖類はもちろん，比較的分解が困難

なリグニンも実際には分解が進行したことが分かる。

３．２植物生育に及ぼす樹皮水抽出物の影響

野積樹皮を土壌改良材として利用した場合，かん

水や降雨等によって樹皮から溶出される水抽出物が

作物の生育に対し，大きく影響するものと推測され

る。そこで樹皮の冷水および熱水抽出物を試料に用

い，これら抽出物が植物生育に及ぼす影響を幼植物

検定で検討した。

最初に，供試抽出物の成分組成を表－１に示す。

これより明らかなように，カラマツでは冷水，熱水

抽出物とも，フェノール類の含有壁が多く，いずれ

も約40％を占める。一方，エゾマツでは主要構成成

分は糖類であり，フェール類の含有量は，冷水抽出

物で約１４％，熱水抽出物で約20％と少ない。

次に，これら抽出物が野菜種子の発芽および幼根

6０

０ １２３４

堆械期間（年）

図－６野積樹皮中のヘミセルロース，セル

ロースおよびリグニンの経時変化

椎）升成分は樹皮全乾物砿賦あたりの比率

○ヘミセルロース

△セルロース

ロリグニン
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図－４野積樹皮中の抽出物の経時変化

推）各抽出物は剛皮金乾物爪吐あたりの比率
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合，各抽出物とも濃度１％で伸長

生長に阻害が認められ，幼根に褐

変が生じた｡またハクサイの場合，

冷水抽出物では濃度0.1％以上,熱

水抽出物では濃度0.01％以上で褐

(黄)変を伴った阻害が認められた。

なお,谷田貝'7)らの方法に準じて

行ったウキクサおよびサクラ花粉

による検定でも，阻害の発現渡度

が異なるものの，同様の結果が得

られ，樹皮中の冷水および熱水抽

出物が植物の生育を阻害すること

が確認された。

抽出物中の植物生育阻害物質

表－１供試水抽出物の組成

試料

カラマツ冷水抽出物

カラマツ熱水抽出物

エゾマツ冷水抽出物

エゾマツ熱水抽出物

全ﾌｪﾉー ﾙ鼠'１全糖放2）

（％）（％）

灰分

(％）

その他

（％）

4２．０３１．１５．８21.1

38.0３６．６３．５２１．９

１４．１３６．０１０．５３９．４

１９．６４３．６６．４３０．４

注I）カテキン基堆(FolinDenis法)．２）全還元鮪×０．９(Somogyi法）
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は，前述したように主にフェノール類と考えられる

が，本実験では，フェノール含有量の少ないエゾマ

ツ水抽出物もカラマツ水抽出物と同様の生育阻害性

を示しており，樹種によって含まれるフェノール成

分の阻害の強さが異なることが示唆された。

３．３樹皮の野積期間と植物生育性の関係

実際に野械樹皮を用いて野菜の栽培試験を行い，

苗の生育性に及ぼす野横期間および樹皮施用並の影

響を検討した。なお，供試野菜はダイコン（アブラ

ナ科)，ホウレンソウ（アカザ科）の２種で，いずれ

も冬期に栽培試験を行ったため，耐寒性の強い品種

を選んだ。

測定項目

(培養期間）

発芽率

（１日）

幼根長

（４日）

表－２野菜の発芽，初期生育に及ぼす樹皮水抽出物の影響

野菜の種類

二十日

ダイコン

ハクサイ

二十日

ダイコン

ハクサイ

樹種

カラマツ

エゾマツ

カラマツ

エゾマツ

カラマツ

エゾマツ

カラマツ

エゾマツ

冷水抽出物の渡度（％）ｉ熱水抽出物の捜度（％）

0 ． ０ １ ０ ．１１：０．０１０．１１

8７６４車掌２.亨：１００８３２８心率

１０２７５．２．・：１０６８１４寧掌

.．．．．．．．．‐．‐．‐‐‐‐‐‐一一一一一一一一一一一．．‐．；．‐‐－－－－‐‐－－－‐．‐．‐．‐．．．．．．．．．．．‐‐、－－．

１０６９４２．．’１００１０８８零。

９６１０８０寧＊Ｉ９６１０６１２率事

.．‐．．．‐‐・‐‐‐~~~~‐~~~~‐‐．‐．．．．．．．．．‐.「．‐‐~‐‐‐~~~‐‐‐‐‐‐一・.‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐~~‐

９２１０４ ８．．１１２１８８１７奪。

１２１８９３３・Ｃｌ４９・。１１６４４寧。

.．．‐．．．．．．．．．．．‐．．‐‐．．－‐．．．．．．．．．．．；．．．．．．｡‐．‐‐‐‐‐．‐．．．．．．．．．‐‐‐‐．‐－‐．－‐

１００４９噸。５・・Ｉ３７単車７１車・３事。

107３４率。５．．：２２.噂５２車。３８.事

注）表中の数価は，コントロールを100とした発芽(生佳)揃数。

＊：危険率５％打意．＊＊：危険率１％行意
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まず，発芽率はダイコン，ホウレンソウとも野械

期間，樹皮施用量の違いによる影響は認められず，

樹皮無施用区と同等であった。

次に，苗の生育性に及ぼす影響を図－７に示す。

これより，全体乾物重で比較した場合，播種後48日

経過時では，ダイコン，ホウレンソウとも野積０年

区は樹皮無施用区に比べて小さく，生育阻害が認め

られ，その程度は樹皮施用量が多いほど顕著であっ

た。しかし，ダイコンの場合，野積１年以上の区は

いずれも無施用区と同等の生育性を示した。一方，

ホウレンソウの場合，野積１年以上の区は施用通が

１０％では無施用区と同等の生育性を示すが，それ以

上になると生育阻害を生じるものがあった。

このように野積１年以上の区が比較的良好な生育

性を示したのは,3.1で述べたように生育阻害物質で

あるフェノール成分の顕著な減少が主な原因と考え

られ，実際にかん水し，溶出するフェノール堂も１

年以上野積した区は，野穣０年区の1/１０以下と少な

かった。

またホウレンソウに一部生育阻害がみられたのは，

樹皮施用量の増加に伴い,かん水による浸出液のｐＨ

が7.2から6.6に低下したことから，耐酸性に劣るホ

ダイコン７８日戦端 ホウレンソウ7811紋培

n

lMlJ
＊

Ｉ爵P

計械

４年

２
１
０

（
函
）
揖
奪
謬
華
鍋

０９６雌合

ホウレンソウ４８冊職培

５ 応

|IllJＩ Ｉ
1.0

0.5

ｒ
〃

０

野械

３年

ウレンソウ'8)が軽度の酸性障害を起こしたものと思わ

れる。

播種後78日経過時では，野積０年区の40％施用区

以外の樹皮施用区はダイコン，ホウレンソウとも無

施用区と同等か，あるいはそれ以上の生育性を示し

た。特に野積４年区では施用量が10,20％の場合，

無施用区に比べて,全体乾物重は約30％大きかった。

この理由の一つとして次のことが考えられる。一

般に樹皮など窒素含戯が低く，多糖類（ヘミセルロ

ース，セルロース）などの易分解成分を多く含む木

質物は土壌施用により，植物の窒素飢餓が起こりや

すい'9)と言われている。これは,土壌微生物により木

質物中の易分解成分が急激に分解され，同時に微生

物は周囲の土壌からアンモニア態などの無機態窒素

を奪取するので,作物が窒素不足となるためである。

しかし，野穣樹皮は堆横期間とともに相対的に窒素

含量が増加し(図－３)，多糖類とくにセルロースも

漸減する（図－６）ため，野積期間が長い樹皮ほど

窒素飢餓が発生し難くなることが予想される。これ

について，金村が本試験に供した樹皮と水田土壌を

混合し，土壌中でのアンモニア態窒素の変化を調査

した結果，野積期間の長い樹皮ほど微生物による同

野楠野械樹皮野械野械
３年４年無施用０年１年

野菜の生育性(全体垂)に及ぼす野械期間の影騨

注）＊：危険率５％ｲi愈・＊＊：危険率１％打愈

0.5
Ｗ＆ 10％批介

i露i栂 |霞
野柚

２年

図－７

野械

２年

０
樹皮

無施朋

野械

０年

野械

1年
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窒素の吸収敵が減少し，４年以上の野積樹皮では樹

皮無施用土壌よりも吸収鼠が少なくなることを確認

しており，本実験の場合も，長期野横によって窒素

飢餓の影響が回避されたことにより，野菜の生育性

が向上したものと推測される。

なおここでは苗の全体重吐による評価のみを述べ

たが，葉長，葉幅，根径についてもほぼ同様な結果

が得られた。

４．野穣樹皮の利用可能性

樹皮を土壌改良材として利用する際の大きな問題

点として、施用による植物の生育阻害と窒素飢餓の

発生が挙げられる。本研究では，これをより安価に

解消する方法の一つとして,樹皮の野積を取り上げ，

その有効性を検討した。その結果，野積することは，

植物の生育阻害の原因となる水溶性フェノール成分

の低減に効果があり，１年以上の野積で阻害性が著

しく軽減，回避されること，また長期間（４年以上）

野積すれば植物の窒素飢餓の影響もかなり緩和され，

より安全に使用できることが明らかになった。

実際に県内樹皮粉砕工場で１年以上野積されたソ

連産エゾマツ・カラマツ混合樹皮を用い，野菜・花

き試，畜試等で各種作物の栽培試験を行った結果，

サトイモはｌｏｔ／１０ａ，ハクサイは樹皮を作付前年

に投入すれば10～20ｔ／１０ａ，牧草（イタリアンラ

イグラス，オーチャードグラス）は５ｔ／１０ａ程度

まで施用できた。またチューリップの促成切り花栽

培（土壌：樹皮＝３：１）ではパーク堆肥と同様な

徒長防止効果を示すなど，作物の種類によっては，

野横樹皮も利用できることが実証された5)。

この他，各種作物の育苗培地，緑化資材等への利

用も期待できるが，これらの実用化のためには，樹

皮の野横条件，特に堆積高さや部位の違いが品質に

及ぼす影響などを明らかにし，一定品質の樹皮を安

定供給できる体制を整備すること，また作物の種類，

土壌条件に応じた適正な樹皮施用通，肥培管理等に

ついてもさらに検討し，安全で効果的な施用技術体

系を確立することが必要と考えられる。
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５．まとめ

野積樹皮を安価な土壌改良材として利用すること

を目的に，ソ連産カラマツ，エゾマツ混合樹皮を高

さ50cmに堆積し，４年間の野積過程における成分の

経時変化，植物生育に及ぼす樹皮水抽出物の影響お

よび野積期間と植物生育性との関係について検討し

た。その結果は次のとおりである。

l）野積により，重fit（乾物）は４年間で約30％減

少した。また，Ｃ／Ｎ比は177から83とほぼ半減し

た。ｐＨおよびＥＣは，野積１年で前者は4.6から

5.5に上昇，後者は0.3mmho/cmから0.1mmho/cｍに

減少し，それ以降大きな変化はみられなかった。

成分中,最も変化が大きかったのは抽出物であり，

冷水および熱水抽出物ならびにヘキサン，アセト

ン，メタノールの各抽出物は，いずれも野械１年

で急激に減少した。ヘミセルロース，セルロース

およびリグニンの変化は比較的小さかった。

2）ソ連産カラマツおよびエゾマツ樹皮の冷水およ

び熱水抽出物が植物の生育性を阻害することが，

野菜種子およびウキクサ，サクラ花粉による幼植

物検定で確認された。また，抽出物中の生育阻害

物質は主にフェノール成分であると考えられた。

3）１年間隔で採取した野積樹皮を用い，素焼鉢に

よる野菜栽培試験を行った結果，播種後48日にお

ける苗の生育性は，野横０年区では樹皮施用丑が

多いほど，著しい生育阻害を生じたが，野穣１年

以上の区は，樹皮無施用区と同等か，あるいはそ

れ以上の生育性を示した。これは特にダイコンで

顕著であった。また播種後78日では，野積４年区

で樹皮施用量１０，２０％の場合，樹皮無施用区に比

べてダイコン，ホウレンソウとも全体重が約30％

大きくなり，長期野横の効果が示唆された。
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